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2次元IFerro-An tiferro･Mixture
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2次元イジング格子系において焼鈍の場合について, いろいろ と可能な dilute

ferr(1, ferro-ar】tiferromixtureについてのべた,これ らの critical

con°er)tration Pcの数値 をその比熱の異常性 とか自発磁化などとともにあたえた.

decorated latticepointの siteproblem が bondproblem と等価であること

よ りは じめて, Y型の中心の site problernが diluteferroの場合には ▽ 型 の

bondproblem と等価であるが, ferro-antiferromixtureの場合には▽ 型で

ないといけないことをのべた. さらに▽ 型の-変型であるIl型 で 4角格子 をおお う

とき,そのおおい方が 3角格子型が it 型であるかによって diluteferro の ときは

Pcが異な り, ferro-antiferoのときは後者では Pcがな くな りだらだらと

ferroから antiferro の状態に移 ることをのべた.
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